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論 文 内 容 要 旨 
 
論文題目 ： 骨髄由来間葉系幹細胞(MSCs)を用いた顎裂閉鎖治療法 
—MSCsの血管新生に果たす役割の検討— 
























enyl)-2-(4-sulfophenyl)-2H-tetrazolium, inner salts (MTS) assay法により、生細胞数
を比較するとともに、蛍光ラベルされた HUVECによる管腔形成の様相を蛍光顕微鏡を用い
て観察した。また、血管新生因子である vascular endothelial growth factor A(VEGF-A)、
platelet endothelial cell adhesion molecule-1(PECAM-1)、matrix metalloproteinase 
2(MMP2)、matrix metalloproteinase 9(MMP9)が共培養によってどのように変化するかを
real-time PCRにより比較検討をおこなった。そのうち、VEGF-Aにおける MSCsの骨芽細
胞分化前後の発現変化を real-time PCRおよび Western blot法により解析した 。 






















価では、実験側において移植 2週間後より CAPの不透過像が減少し始め、移植 3週間
後には新生骨と思われる不透過像が認められた。 
 
以上の結果より、MSCs が移植部において VEGF-A を発現し、それに伴い増殖した HUVEC
により MMP-2、MMP-9、PECAM-1の発現が亢進することが明らかとなった。MSCsの移植に
より、血管新生が誘導されることで血流量が増加し、骨再生が早期に生じることが強く
示唆された。 
